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環境基本計画とは？

１ 環境行政におけるマスタープラン

環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ることを目的に策定する計画

２ 柏市環境基本計画について

少子高齢化と人口減少の時代が到来に伴い，新たな環境問題が

生じることが予測されるなど、本市の環境をめぐる状況は大きく

変化している。

このような背景から，本市における環境保全施策をさらに推進

し，拡大・複雑化する様々な環境問題に適切に対応していくため，

現行の柏市環境基本計画（第三期）を策定
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環境基本計画とは？

３ 柏市環境基本計画（第三期）について

・計画期間 平成28年度から令和７年度まで

・計画の対象となる環境の範囲

自然環境

生物や生態系に関する自
然的要素

◼ 生物・生態系・水域・緑地
など

生活環境

人の生活や活動に伴い環
境に変化を与える要素

◼ 大気・水質・騒音・振動・
悪臭・土壌・地盤沈下

◼ 化学物質・放射性物質・
資源循環・廃棄物

快適環境

自然環境の回復条件の創
出・良好な生活環境の整
備等に関する創造要素

◼ 都市の緑化・水辺の整備・
都市景観

地球環境

人の活動が地球規模の環
境に影響を与える要素

◼ 地球温暖化・オゾン層破
壊・酸性雨・海洋汚染・
野生施物の種の減少
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計画の位置づけ

↑※計画書抜粋

環境分野のマスタープランとして

個別計画に方向性を示す

関連計画と連携して，環境の保全・

創造に関する取組を推進

総合計画を上位計画として

考え方や方向性を共有

環境面からまちづくりを推進
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計画の施策体系

※計画書抜粋
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各施策の取組①

谷津の保全
◼ 谷津とは

• 台地に刻まれた谷の先端の地形
• 谷津の自然は，谷津田・湧水・用水路の水辺環境，斜面林等の

樹林地で構成され，人々の暮らしと密接につながり，農地とし
ての食糧生産の場だけでなく，地下水のかん養，生きものの生
息・生育環境として重要な役割を担ってきた

• 谷津は河川の水源であり，昔から親しまれてきた田園風景は，
水循環や景観の観点から重要であり貴重な財産

■柏市谷津保全指針を策定

土地所有者と保全協定を締結
保全及び営農活動を維持

保全協定締結率

目標値 20％

R5 83.6％

重点プロジェクト 自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境
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各施策の取組①

◼保全エリア

• 大青田湿
• 大根切・原の下
• 手賀・狸穴

• 柳戸・中台山
• 金山北谷津
• 布瀬

保全対象地面積 協定締結面積

約436,000㎡ 約364,000㎡

◼ R5面積

◼ 谷津田の様子
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各施策の取組②

重点プロジェクト

ごみの排出量原単位の削減
- 1日1人あたり -

目標値 883g

R5 807g

３Rの推進
◼３Rとは
• 循環型社会の形成を推進するため，ごみの減量化を第一として，ごみ

の排出抑制（Reduce），再使用（Reuse），再生利用（Recycle）
のいわゆる3R を普及・促進

◼柏市一般廃棄物処理基本計画を策定
• ３Ｒ＋Ｒ：３Ｒに新たなR（Refuse）の概念を加え，さらに推進
• ３Ｒ体験教室や講座，講演会，清掃施設見学，関連イベント等開催に

よる啓発の推進

リサイクルプラザリボン館事業
参加人数

目標値 10,000人以上

R5 10,770人

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境
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各施策の取組③

重点プロジェクト

◼緑のオープンスペースとは
• 市民が自由に利用することができる公園的な空間
• 行政が整備・管理を行う都市公園・農業公園・運動場・運動広場
• 民有地を借りた児童遊園・子供の遊び場・市民緑地・みどりの広場
• 市民団体等が整備・管理を行なうカシニワ など

◼みんなの遊び場を整備
• 柏ふるさと公園内に，

障害のある子，ない子が一緒に遊び，
学ぶことを目的としたインクルーシブな
遊び場をオープン

◼カシニワフェスタを開催
• 市内のカシニワを一斉公開するイベント
• ６７箇所を公開
• ガーデン等の案内，ワークショップ等を実施

緑のオープンスペースの
確保

カシニワ制度
登録件数

目標値 230件

R5 266件

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境

緑のオープン
スペースの確保
-1人あたり-

目標値 10.0㎡

R5 8.27㎡
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各施策の取組④

重点プロジェクト

◼ 柏市地球温暖化対策計画を改定
• 地球温暖化対策を進め持続可能な

低炭素・気候変動適応社会の構築に努める

◼補助金を創設
• エネルギー利用の効率化・最適化を

実現する住宅の普及拡大を図るため，
柏市ゼロカーボンシティ促進
総合補助金を創設

省エネ・創エネの促進

柏市ゼロカーボンシティ促進
総合補助金 補助件数

目標値 514件

R5 404件

家庭
エコ窓改修，エネファーム，蓄電池，
V2H充放電設備，電気自動車，
プラグインハイブリッド自動車，集合住宅用充電設備

事業者
既存照明のLED化，高効率空調の設置，太陽光発電設備の設置
電気自動車の導入，EVトラックの導入，EVバス導入
EVバイクの導入，充電設備の設置，ZEBコンサルティングの実施

補助対象

柏市の温室効果ガス
排出量の削減（R2年度値）

目標値 2,106千t-CO2

R2 2,001千t-CO2

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境

◼ 気候危機宣言を表明
• 令和4年2月，持続可能な社会の実現に向け，市民・事業者等と連携し，

2050年までにCO2排出実質ゼロを目指すゼロカーボンシティを表明
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柏の自然観察連続講座

各施策の取組⑤

重点プロジェクト

◼ 環境学習の目的
• 市民，ボランティア団体，

NPO，事業者，行政等，
様々な主体によって環境
学習を実施。

環境学習の推進

• 市民・事業者・市がそれぞれの役割の中で，環境に関する
知識を共有し，理解を深め，連携・協力して実践することが
重要。

• 今日の複雑化した環境問題に
対応するには，より主体的に行動

• する人を育てる必要がある。

柏の自然観察連続講座
-かしわ環境ステーション -

春 利根運河
名戸ヶ谷ビオトープ
沼南の森など

秋 松ケ崎城跡
谷津，手賀沼など

春の講座

回数 参加人数

第1回 18

第2回 14

第3回 21

秋の講座

回数 参加人数

第5回 11

第6回 10

第7回 9

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境
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その他の取組

◼イベントの開催

◼ 環境について学べるイベント
かしわ環境フェスタin柏の葉を
UDCKと合同で開催

◼ 出展団体
UDCK・市・民間企業・NPO など

◼ 会場
・ゲートスクエアプラザ ・UDCK
・ららぽーと柏の葉 ・KOIL
・東京大学
柏の葉キャンパス駅前サテライト

・柏の葉カンファレンスセンター ほか

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境
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その他の取組

◼ 当日の様子①
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その他の取組

◼ 当日の様子②
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その他の取組

◼手賀沼の環境保全 ◼ 手賀沼水環境保全協議会
• 千葉県，周辺自治体，市民団体，土地改良区，漁業協

同組合で構成
• 手賀沼及び周辺の環境を保全

◼ 主な活動（R5）
• 啓発事業

手賀沼の保全に関するポスターコンクールを実施
講演会やワークショップの開催

• 水質浄化事業・調査
流域の住民，事業者，行政の協働・連携による湧水，
河川の流域協働調査を実施

• 外来水生植物の駆除活動
県による外来水生植物駆除完了箇所において，他から
の群落の漂着や再繁茂状況を監視，人力による駆除

手賀沼に大量繁茂した
㊕ナガエツルノゲイトウの様子
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次期計画に向けて

1. 令和６年度
２月 計画策定支援事業者をプロポーザルで選定
３月 令和６年度 第１回 柏市環境審議会

2. 令和７年度の主な策定作業スケジュール（予定）

月
項目

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3

環境審議会 ① ② ③ ④

調査分析

施策の方向性
体系等の検討

素案等作成

パブリック
コメント

●

答申 ●


